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 先週末の米国の雇用統計は強い数字となったためにドルが上昇して終わりました。 

このところ雇用統計はかなり強い数字となっています。 

ただし、ＮＹダウなどの株価は利上げが早まる可能性も想定して反落となっています。 

 このところ為替と株の連動性が薄れているため株価が堅調で円高だったり、株価が反落

でドル高だったりと予測が難しくなっています。 

 週明けから株価がさらに調整する場合は少し警戒しないといけません。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドルは再び１２１円を超える強い動きとなりました。 

流れとしては上昇を維持しているので、再度高値をトライする動きが出る可能性がありま

す。 

 １２月高値の１２１．８円あたりまで値を伸ばすかどうかに注目したいです。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円では、欧州系通貨の動きが軟調です。 

特に、ユーロ／ドルが安値更新しているためユーロ／円が下げに転じています。 

 前回安値の１３０．２円あたりを割り込む動きには警戒したいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

 今週は日本では貿易収支、機械受注などがあります。 

あとは、ニュージーランドで政策金利が発表されます。 

 今週から夏時間に移行するので、取引時間に注意してください。 


